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海事局総務課国際企画調整室 
 

国際海事機関（ IMO）第 129 回理事会の開催結果概要 

 

令和 5 年 7 月 17 日から 21 日にかけ、国際海事機関（ IMO）第 129 回理

事会（C129）が開催されました。今次会合では、次期 IMO 事務局長の選挙

が実施されたほか、2024 年から 2029 年までの 6 年間の次期戦略計画の策

定等について議論が行われました。  
 

１．次期 IMO 事務局長選挙 

 現職の IMO 事務局長（キータック・リム氏、韓国）が本年末に任期を

満了することに伴い、次期事務局長選挙が行われ、アルセーニョ・アント

ニオ・ドミンゲス・ベラスコ氏（パナマ、現 IMO 海洋環境部長）が当選

しました。  

同氏は、本年 11 月に開催される第 33 回総会における承認を経て、正式

に新事務局長に任命される予定です。新事務局長の任期は、2024 年 1 月

から 1 期 4 年間、最大 2 期 8 年間となります。  

 

２．次期戦略計画（2024 年－2029 年）策定に向けた検討  

 前回会合（C128）から、IMO の方向性及び目標の概略を示す現行の戦

略計画を改訂し、2024 年から 2029 年までを対象期間とした次期戦略計

画を策定するための議論が行われているところ、今次会合では当該計画

案に含まれる戦略的方向性やその評価指標の追加・更新の必要性等につ

いて検討を行いました。  

今後は、当該計画案に関し、会期中に作業部会を開催して検討を継続

し、本年 11 月に開催される第 130 回理事会で合意を得た後、同月の第

33 回総会において採択することを目指して議論が行われる予定です。  

 

３．第 35 回臨時理事会のフォローアップ（ウクライナ関係）  

理事会は、昨年 7 月に合意されたウクライナの港からの穀物等の安全輸

送に関する黒海穀物イニシアティブに関し、ロシアが参加終了を表明した

ことについて、深い遺憾の意を表明しました。  

また、黒海北西部における船舶の航行安全を引き続き確保しようとする

国連の取組みに対する IMO 事務局の支援を歓迎すると共に、ロシアに対

し、国際法を遵守し、世界の安定的な食物輸送を脅かす行為を控えるよう

求めました。 
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